
2款　1項　19目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　19目：人権推進費

51

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

708千円 926千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 報償費

謝礼金 15千円

記念品 492千円

11 需用費

消耗品費 24千円

食糧費 61千円

印刷製本費 212千円

12 役務費

手数料 770千円

13 委託料

臨時託児室業務委託料 60千円

1,634千円

【活動指標・成果指標】　

計

事業の概要

・啓発イベント　さくらヒューマントークを実施します。 
・こうほう佐倉15日号に人権に関する記事の掲載を行います。 
・人権啓発のための資料を収集します。 
・小学生人権標語コンテストを実施します。

令和2年度　当初予算要求事業内容説明書

第6章　ともに生き、支え合うまちづくり

施策3　人権に関する正しい知識について学ぶ機会を提供します

事業 人権啓発事業

担当所属 自治人権推進課

予算要求額
（財源内訳）

1,634千円

基本施策2　人権の擁護

事業の目的

・人権に関する理解を深める機会として「さくらヒューマントーク」を開催することで、市民の人権意識の向上を図ります。 
・市民に向け各種啓発を行うことで、人権問題への理解を図ります。 
・小学生人権標語コンテストは、児童が人権尊重の理解を深めるとともに豊かな人権感覚を身につける機会とするために実
施します。 

事業の効果

人権問題に関心の薄かった市民への意識啓発につながり、既に関心のある市民にはさらに深い理解につな
がります。

節 説明

指標名 令和2年度計画値

さくらヒューマントークに係る司会者謝礼等

小学生人権標語コンテスト参加賞及びさくらヒューマントークに係
る記念品・啓発物品代

さくらヒューマントークに係る事業用消耗品費

さくらヒューマントークに係る講師・出演者等昼食代、お茶代

さくらヒューマントークに係るチラシ、ポスター、プログラムの印刷代

さくらヒューマントーク講師手数料等

さくらヒューマントーク臨時託児室設置委託料



小学生人権標語コンテストの応募率 95%

さくらヒューマントーク参加者数 600人

さくらヒューマントーク参加者のアンケート結果（人権意識の向上） 70%

ヒューマントーク開催回数 1回


